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■主な認知症のタイプ別特徴

■認知症と老化による物忘れの違い

アルツハイマー型認知症

レビー小体型認知症

脳血管性認知症

前頭側頭型認知症（前頭側頭葉変性症）

認知症を理解する
認知症とはどんな病気？

記憶障害が著しく、最近の記憶（短期
記憶）が不得意になるのが特徴です。
一番多いタイプの認知症です。

※この他にも、正常圧水頭症、甲状腺機能低下症、慢性硬膜下血腫などの病気によっても認知症のような症状が出るこ
とがあります。これらは適切な治療（手術や服薬など）によって症状を改善することが可能です。

※日常生活の中での「物忘れ」は年を重ねると誰にでも出てくるものですが、認知症は老化による「物忘れ」とは異な
ります。その「物忘れ」が認知症によるものか、老化によるものかの違いを知っておくことが大切です。

認知症による物忘れ 老化による物忘れ

体験の全部を忘れる
ご飯を食べた後、食べたこと自体を忘れてしまう。

体験の一部を忘れる
ご飯を食べた後、食べた物を忘れることがある。

物忘れの自覚がない
忘れていること自体に気づかなくなる。
ヒントを出されても思い出せない。

物忘れの自覚がある
自分で忘れっぽいことを理解している。
ヒントを出されたら思い出せる。

親しい人やなじみの場所がわからなくなる
家族の顔や自宅の場所がわからなくなる。

親しい人やなじみのある場所は忘れない
毎日一緒にいる家族や自宅の場所を忘れることはない。

性格に変化がある
怒りっぽくなったり、頑固になったりする。

性格は変わらない
性格や態度に変化はない。

【症状の例】
・少し前のできごとを忘れる
・同じことを何度も聞く
・日にちがわからなくなる　　

記憶に問題があっても、理解力や判断
力がある程度保たれているのが特徴で
す。（まだら認知症）

【症状の例】
・意欲の低下　
・手足に麻痺がある　　
・言葉が出てこない　　

物忘れは比較的軽いですが、うつ状態
や幻視、病状の波（変化）が大きいこ
とが特徴です。

【症状の例】
・いないはずの人や虫が見えると言う
・夜中に寝ぼけて大声を出す　

意欲や理性、感情をコントロールする
ことが難しくなります。自己中心的な
性格に変わり、反社会的・反道徳的な
行動をとるのが特徴です。

【症状の例】
・店の商品を勝手に持ってきてしまう
・決まった時間に同じ行動をとる　

　認知症は、様々な原因で脳の細胞が死んでしまったり、働きが悪くなるために起こる脳の病気です。物忘れ
がひどくなったり、できていたことができなくなり、日常生活に支障がある状態をいいます。

■支えるあなたに知っておいてほしいこと

理解しよう“新しい”認知症観
　2024年1月に「共生社会の実現を推進するための認知症基本法（認知症基本法）」が施行されました。認知
症本人とその家族が安心して暮らせる社会の実現に向けて、認知症本人の思いや考えを尊重しながら、さまざ
まな施策を進めていくことを基本理念としています。
　この法律では“認知症になったら何もできなくなる”という誤解をなくし、新しい認知症観を理解すること
が、国民一人ひとりに求められています。

これまでの認知症観 新しい認知症観
認知症になったら
何もわからなくなる、何もできなくなる

認知症になっても、
やりたいことやできることがある

認知症になっても、
希望をもって暮らせる社会

認知症本人の
意思が尊重されない社会

Change！

　本人の意思を尊重するために特別な対応は必要ありません。認知症の症状があったとしても、感情は豊かに
残っており、一緒に喜びを分かち合うことができます。本人の思いや考えを確認しながら接することを心がけ
ましょう。

○ 目線を合わせ、目を見て話す
○ 短いことばで、ゆっくりと話す
○ 表情や態度、身ぶりからも理解する・伝える　など

× 後ろから声をかける、急に大きな声を出す
× 一度に多くを聞く、すぐに返答を求める
× けわしい表情をする、無視する、こども扱いする　など

■ 認知症を理解する

■ 認知症の早期発見・早期受診

■ 認知症の人と接するときに大切なこと

■ 認知症予防のための生活習慣のポイント

■ 認知症の進行と主な症状の例

■ 認知症の進行に合わせて受けられるサービスの例

■ 目的別支援内容

■ 地域包括支援センター
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